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地震、風水害をはじめとする自然災害や都市型災害、感染症対応など、複雑多様化

するあらゆる災害へ的確に対処するため、消防体制の充実強化を図ります。

また、増大が予測される救急需要への対応や、地域における防火・防災の要である

消防団の充実強化など、優先度・緊急度を明確にし、『安全・安心を実感できる都市

ヨコハマの実現』に向けて各種施策を推進していきます。

【予算案の基本的な考え方】 
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　 ：中期４か年計画取組事業

　　航空活動体制の充実強化

施　　策　　体　　系　　図
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１ 消防体制の充実強化

　　消火・救助活動体制の充実強化

　　消防指令体制の充実強化

　　東京2020大会に向けた消防対策の推進

２ 救急救命体制の充実強化

　　救急需要対策の推進

　　救急活動体制の充実強化

　　救急救命士教育体制の充実強化

【基本目標】

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト

　　第32回アジア消防長協会（IFCAA）総会等の開催に向けた取組

安
全
基
盤
の
整
備

１ 消防施設の整備

　　消防本部庁舎の整備

　　消防車両・消防艇の整備

　　消防水利の整備

２ 執務体制の充実

　　消防業務の円滑な推進

　　科学技術・情報技術の高度化の推進

　　教育体制の充実

２ 事業所防災力の向上

　　事業所における防火・防災対策の推進

　　事前指導や立入検査等の推進

３ 消防団の充実強化

　　消防団活動の充実

　　消防団施設・車両・装備の充実強化

　　活動体制の強化

　　地域における防火・防災対策の推進

１ 地域防災力の向上

　　初期消火器具等の設置促進

　　高齢者に対する火災予防対策の推進

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中
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３年度 ２年度 増△減 伸率（％）

41,313,673 40,052,818 1,260,855 3.1

40,799,905 39,522,528 1,277,377 3.2

32,111,230 32,095,477 15,753 0.0

8,688,675 7,427,051 1,261,624 17.0

1,841,065 1,674,876 166,189 9.9

171,388 154,284 17,104 11.1

1,782,702 1,714,324 68,378 4.0

261,315 245,936 15,379 6.3

171,379 133,348 38,031 28.5

1,936,150 1,880,748 55,402 2.9

2,524,676 1,623,535 901,141 55.5

1,250,761 977,762 272,999 27.9

198,677 201,055 △ 2,378 △ 1.2

1,075,238 444,718 630,520 141.8

513,768 530,290 △ 16,522 △ 3.1

消防本部庁舎等整備費

警 防 活 動 費

消 防 研 修 費

航 空 活 動 費

令和３年度　消防局予算案　歳出総括表

消 防 総 務 費

予 防 活 動 費

（単位：千円）

物　　件　　費

消　　防　　費

消 防 局 合 計

人　　件　　費

区　　　分

※伸率(％)は小数点第２位以下を四捨五入

防火水槽整備費

消 防 施 設 費

消　防　団　費

繰  　出　　金

消防車両購入費
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 （1）消防体制の充実強化　 

 （2）救急救命体制の充実強化　

 （3）消防団の充実強化

 （1）地域防災力の向上

 （1）消防施設の整備 

 （2）執務体制の充実

　　　消防防災活動の中枢となる消防本部庁舎の整備を行うため、２年度に引き続き、建築工事及び消防通
　　信指令システム設備の更新工事を進めます。
　　　また、消防本部庁舎内の什器等のレイアウトや円滑な運用開始に向けた移転計画等の検討を進めま
　　す。

　　　横浜港の安全・安心を確保するために不可欠な消防艇まもりの更新について、11月末の竣工に向け
　　て、２年度に引き続き、建造及び積載資機材の整備等を行います。

　　　消防署所の執務環境改善として、空調機器の更新、浴室等の改修、LED照明の設置などを実施しま
　　す。

　  イ　消防車両・消防艇の整備

　  ア　消防業務の円滑な推進

　  イ　教育体制の充実
　　　消防職員及び消防団員の風水害等への災害対応力を強化するため、消防訓練センターの水難救助
　 用訓練施設など、教育施設の改修を実施します。

　　　横浜市民防災センターにおいて、幅広い世代へ様々な災害に対する防災教育等を実施するほか、より
　　多くの市民の皆様に自助・共助の重要性を伝えていくため、２年度に開始した風水害体験ツアーの更な
　　る充実を図ります。

　　ウ　第32回アジア消防長協会(IFCAA)総会等の開催に向けた取組

　　　地域の初期消火力を高め、共助による地域防災力の向上を図るため、引き続き、スタンドパイプ式初
　　期消火器具等の設置を促進するとともに、老朽化した資器材の更新を進めます。

３　安全基盤の整備

　  ア　消防本部庁舎の整備

火災や救助をはじめとするあらゆる災害に対応するため、各種訓練を実施するとともに、各消防署に設置
している訓練施設や災害に使用する各種資機材を適切に更新・維持管理します。

また、様々な災害通報を確実に受信し、迅速かつ的確に対応するため、消防通信指令システムの適切な
維持管理を行うほか、消防ヘリコプターの安全運航に向け、航空機及びヘリポートを適切に維持管理しま
す。

２　安全・安心な暮らしのサポート

頻発化する豪雨災害や懸念される大地震など、大規模自然災害の発生に備えた消防団活動の充実に向
け、年額報酬及び出動報酬の単価を引き上げます。

　　　諸外国等から消防関係者を招いて実施する第32回アジア消防長協会総会、国際消防・防災展や国際
　　消防救助隊合同訓練等を、令和４年６月に本市で開催する予定であり、開催に向け準備を進めます。

令和３年度消防局重点事業

１　あらゆる災害への的確な対処

増大が予測される救急需要に対応するため、２年度に引き続き、「日勤救急隊」を増隊するとともに、救急
ワークステーション等における教育により、救急救命士の知識・技術の向上を図ります。

また、傷病者や救急隊員等の感染防止を図るため、救急隊等の感染防止対策用資器材を調達するほ
か、消防庁舎への洗浄・消毒設備等の整備に向けた調査等を実施します。

 　 ア　地域における防火・防災対策の推進

　　イ　初期消火器具等の設置促進 
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1 あらゆる災害への的確な対処

ア　消火・救助活動体制の充実強化・・・重点事業１（１）

イ　消防指令体制の充実強化・・・重点事業１（１）

ウ　航空活動体制の充実強化・・・重点事業１（１）

エ　東京2020大会に向けた消防対策の推進

　火災や救助をはじめとするあらゆる災害に対応す
るため、空気呼吸器、消防用ホース、救助資機材等
を適切に維持管理するとともに、条約等で規制対象
となっている泡消火薬剤の廃棄・更新、法改正によ
り安全性向上のため、基準の見直しがされた墜落制
止用器具（ハーネス）の更新を行います。
　また、各消防署に設置している訓練施設を適切に
維持管理するため、仮設訓練施設の点検・改修事業
等を行います。

　年間約30万件の様々な災害通報（119番通報、
FAX119通報、Net119緊急通報等）を確実に受信し、
迅速かつ的確に対応するため、消防署所の老朽化し
た指令通信設備の更新や指令回線の保守等、消防通
信指令システムの適切な維持管理を行います。

　ヘリコプター２機を効果的・効率的に運用し、情
報収集・映像伝送や消火・救助・救急等の消防活動
について、横浜市内をはじめ、広域応援に伴うあら
ゆる災害に対応できる体制を確保します。
　また、安全運航を維持していくため、航空機及び
ヘリポート等に係る施設・設備の適切な維持管理を
行うとともに、新たに航空機保険に加入します。

　延期となった東京2020大会の開催に向け、会場で
のテロ等によるＮＢＣ災害及び多数傷病者発生事案
などへの対応に必要な資機材を整備するとともに、
大会専用救急車を確保し、消防力の充実強化を図り
ます。

千円

1,049,536595,000

千円

208,958 千円

消防体制の充実強化
市債

差　引

千円20,100

261,315

一般財源国・県
千円千円

消火・救助活動や119番通報の受信・出場指令、ヘリコプターによる航空活動などあらゆる災害への
的確な対応に向け、消防体制の充実強化を図ります。

（1）

本年度
その他

78,76080,0731,780,211 23,158

前年度
本年度の財源内訳

1,803,369

千円

千円

千円

千円千円

1,312,996

消 防 ヘ リ コ プ タ ー

消 防 司 令 セ ン タ ー

ＮＢＣ災害の訓練状況

大型客船火災への対応状況
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ア 　救急需要対策の推進…重点事業１（２）

イ 　救急活動体制の充実強化…重点事業１（２）

ウ 　救急救命士教育体制の充実強化…重点事業１（２）

救急救命体制
の充実強化

その他

本年度の財源内訳
前年度 差　引

千円千円 千円

国・県 市債
千円 千円

31,194

一般財源
本年度

千円

791,670 108,00038,741

千円

106,491

救急ワークステーション

33,048 千円

752,929 545,985

千円

　超高齢社会において、市民からの救急要請に的確に対応するため、救急隊を３隊増隊するととも
に、高規格救急車の更新整備や救急資器材の適正な維持管理、救急救命士の養成や再教育、応急手
当の普及啓発などにより、救急救命体制の充実強化を図ります。

499,449

（2）

　指導救命士を計画的に養成するとともに、救急救命士
等の知識や技術を向上させるため、救急ワークステー
ションでの病院実習や、スキルアップ研修等を継続して
行います。

　横浜市立市民病院に併設した救急救命士教育を行う専
用施設であり、研修や病院実習を行います。
　また、高規格救急車を配置して救急事案出場時に医師
が同乗することで、医師による現場指示や指導が可能と
なり、効果的な教育が実施できます。

259,173
  今後も高齢化の進展等により、増大が予測される救急
需要への対応として、「横浜市消防力の整備指針」に基
づき、救急隊３隊（鶴見・緑・戸塚）を日勤救急隊とし
て増隊するとともに、予防救急の推進として、「救急搬
送事例から見たケガの予防対策」及び「救急受診ガイ
ド」の普及を行うほか、救急車の利用方法について、救
急の日のイベント等を通じて広報を推進します。
　また、新型コロナウイルスへの対応を踏まえ、救急活
動に必要な感染防止対策用資器材を調達するほか、救急
隊員等の感染防止を図るため、洗浄・消毒設備等の整備
に向けた調査等を行います。

千円
　あらゆる救急事案に的確に対応できるよう、高規格救
急車の更新整備を確実に行い、救急資器材の適正な維持
管理を行うことで、救急隊の活動しやすい体制を整えま
す。
　また、救急救命士を計画的に養成するとともに、メ
ディカルコントロール体制を確保するほか、横浜市救急
業務検討委員会や横浜市メディカルコントロール協議会
を開催し、外部機関の意見を踏まえ、救急活動の充実強
化に取り組みます。

救 急 活 動 の 状 況

高 規 格 救 急 車

病 院 実 習 の 状 況
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ア 　消防団活動の充実…重点事業１（３）

イ 　消防団施設・車両・装備の充実強化…重点事業１（３）

◇ 器具置場建設費

◇ 器具置場環境整備費

◇ 積載車整備費

◇ 装備品の整備

ウ 　活動体制の強化…重点事業１（３） 千円

121,122

千円1,064,186

団長階級

千円 千円

本年度 前年度 差　引
国・県

千円

本年度の財源内訳

千円千円 千円 千円

148,1081,936,150 1,880,748 55,402 481,000

３年度

264

- 500 500

1,185,920

分団長副団長

「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律」に定める本市の責務として、自助・共助の取組
の推進や減災目標の達成に向け、地域における防火・防災の要であり、地域住民の安全・安心の確保に大きな
役割を果たしている消防団の充実強化を図ります。

（3） 消防団の充実強化

大規模自然災害への備えとして、消防団活動の充実は不可欠であり、このため団員のモチベーション
の向上、訓練の充実、団員確保に向け、年額報酬及び出動報酬の単価を引き上げます。
　また、退職者には在任期間に応じて退職報償金を支給します。

市債 その他

70,000

一般財源

◇ 消防団事務費

◇ 消防団被服調製費

◇ 消防団活動充実強化費

◇ 出動報酬単価

支給枠

◇ 消防団運営事務費

　消防団活動に必要な被服等を購入するとともに、消防団活動充実強
化費の活用により、地域特性に応じた円滑な消防団活動が行える環境
を整備します。

10
7

16
167

2

12

12

12

3,500円／回 1,100円増

7,000円／回 3,600円増

報酬の額 増△減

普通自動車

12

活動人員 127,451人

◇　退職報償金

積載車
（台） 軽自動車

12

3

3

12

支給枠（千円） 120,091

3 -
10

523 △ 259

150,996

　消防団の災害対応力の向上に向け、耐震性の高い器具置場の建設や老朽化した積載車、可搬式小型動
力ポンプ等を整備し、活動環境の充実強化を図ります。

器具置場・建設(棟)

器具置場・設計(棟)

37,000

-

- 1,000 2,500増△減 - 

３年度

720,968 千円

◇ 年額報酬　階級別支給額 （単位：円）

団員班長部長副分団長

36,50084,000支給額 45,500 39,00050,500

増△減

２年度 増△減

火災等の災害活動に従事したとき

種別

238,459 △ 118,368

年度 元

127,451人

支給枠（人）

消防訓練及び市民に対する防災指導等に従事したとき

２年度

消防団員活動状況

消防団器具置場

消防団員被服等
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2 安全・安心な暮らしのサポート

ア 　地域における防火・防災対策の推進…重点事業２（１）ア

イ 　初期消火器具等の設置促進…重点事業２（１）イ

ウ   高齢者に対する火災予防対策の推進

エ 　第32回アジア消防長協会(IFCAA)総会等の開催に向けた取組…重点事業２（１）ウ

　家庭防災員の研修や、小学校での「お出かけ防災教室」を行うほか、横浜市民防災センターで
は、ＶＲ等の最新技術を活用して、火災や地震、風水害を模擬体験できる体験ツアーなどを充実
させます。
　また、音楽隊によるコンサートや防災動画の配信による広報を通じて、市民の皆様の自助・共
助及び防火・防災意識の高揚を図ります。

音 楽 隊 の 隊 列

　令和４年６月に、アジア・中東・オセアニアの19カ国３地域から、約1,000人の消防関係者を
招いて第32回アジア消防長協会総会を本市において開催する予定であり、開催に向けた準備を進
めます。この総会において、国際的な消防行政の協力体制を強化するとともに、同時開催される
国際消防・防災展や国際消防救助隊合同訓練等を通じて、市民の皆様の防火･防災意識の高揚を
図ります。
　また、市民の皆様が安全・安心を実感できるよう、横浜の消防力及び関係機関と連携した災害
対応力等を披露するとともに、防災や減災に対する意識の啓発を図るため市民参加型の横浜消防
出初式を開催します。

460 千円

13,303 千円

千円21,000  

  高齢者の防火安全対策を推進するため、関係部局や福祉関係団体との連携を通じ、火災予防の
チラシ等を高齢者やその家族に配布し火災予防意識を高めます。
　また、消防職員による防災訪問を行うとともに、高齢者に直に接する訪問介護員（ホームヘル
パー）等に対する研修を実施し、高齢者在宅世帯を訪問した際に、火災予防に関する助言をして
いただくことにより、効果･効率的に啓発を図ります。

　地域住民が容易に初期消火に使用できるスタンドパイプ式初期消火器具等について、地震防災
戦略に掲げる設置目標700基の達成に向け、引き続き、設置を促進するとともに、老朽化した資
器材の更新を進めます。
　また、初期消火器具等の取扱いに関する訓練などを実施し、地域防災力の向上に取り組みま
す。

ＶＲ体験映像（イメージ）

その他国・県

20,787

千円千円 千円千円

4,743

206,198 千円

-

　地域における防火・防災対策の推進、初期消火器具等の設置促進により、自助・共助の意識及び地
域防災力の向上を図ります。

（１）地域防災力の向上

本年度 前年度 差　引

240,961

一般財源

本年度の財源内訳

市債

207,994 215,431

千円

32,967

千円 千円

地域住民による初期消火訓練 スタンドパイプ式初期消火器具
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ア 　事業所における防火・防災対策の推進

イ 　事前指導や立入検査等の推進

（２）

138,204

消防法令に基づく防火管理講習などの実施や立入検査等を行うことにより、事業所防災力の向上
を図ります。

千円

市債 その他
千円千円

本年度の財源内訳

国・県
本年度

△ 23,849

一般財源

-

千円

前年度

  建築物や危険物、火薬類、高圧ガスを取り扱う施設等の安全性を確保し、火災等による被
害を軽減するため、事前相談の段階から関係法令に基づく指導を行うとともに、計画的な立
入検査や関係部局と連携した繁華街一斉夜間査察等を行い、違反の未然防止及び不備事項の
是正指導に取り組みます。

千円 千円

-

千円

千円

56,245

事業所防災力の向上

25,228

千円

81,959

差　引

162,053112,976

　各事業所の防火・防災管理体制や自衛消防力の充実強化を図るため、防火・防災管理講
習、自衛消防業務講習及び消防操法訓練等を実施します。

一 斉 夜 間 査 察 火 薬 類 検 査

自 衛 消 防 隊 操 法 訓 練
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3

ア 　消防本部庁舎の整備…重点事業３（１）ア 千円

◇ 消防本部庁舎整備

＜建築規模等＞
・場　　所：保土ケ谷区川辺町２番地９

＜構造概要＞

消　防　本　部　庁　舎

※１　旧保土ケ谷消防署解体工事の中で実施しました。

※２　消防本部庁舎整備工事の中で実施します。

工事完了

改修工事 (改修工事)※１ (改修工事)※２

工事完了

工事完了
基本計画
基本設計
実施設計

実施設計 工　　　事
工事完了

・新築棟（高さ31m）：地下１階／地上７階／塔屋２階

安全基盤の整備

262,101

本年度

・別　棟（高さ13m）：地上３階（耐震構造）

1,765,290

　旧保土ケ谷消防署の跡地に、消防防災活動の中枢となる消防本部庁舎を整備します。
３年度は、２年度に引き続き、消防本部庁舎整備工事及び消防通信指令システム設備更新工事を行

います。

1,777,000

　　　　　　　　　 （１階柱頭部中間層免震構造）

・概　 要：大地震や大規模水害の発生に備え、迅速に情報収集する指令機能や的確な意思決定をする消防
本部運営機能を一体化した、免震構造の消防本部庁舎を整備します。

・敷地面積：  3,248.93㎡
・建築面積：  2,356.37㎡
・延床面積：  14,757.30㎡

　消防庁舎、消防車両及び消防水利など消防に必要な施設等を整備します。

1,075,238

・既存棟（高さ24m）：地上５階／塔屋１階（耐震構造）

（１）消防施設の整備

前年度 差　引
本年度の財源内訳

一般財源

14,573

国・県 市債 その他

681,079

千円

969,4632,734,753

千円 千円 千円千円 千円千円

【スケジュール】

27年度～元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

消 防 本 部
庁 舎 整 備
( 既 存 棟 )

消 防 本 部
庁 舎 整 備
(新築棟・別棟)

基本計画
基本設計
実施設計

工　　　事

消 防 通 信
指令システム
設 備 更 新

保土ケ 谷区
役 所 改 修

基本設計
実施設計

工　　　事

中
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イ 　消防車両・消防艇の整備…重点事業３（１）イ 千円

◇ 消防車両購入費
（消防車両の更新）
・ 1 台
・ ２ 台
・ １ 台
・ １ 台
・ １ 台
・ 指揮車 １ 台
・ 消防艇 １ 艇

計 台 １ 艇
（消防艇の建造）
・ 消防艇「まもり」の更新に向けた建造

◇ 車両管理整備費 千円
・
・
・

ウ 　消防水利の整備 千円

◇ 消防水利整備費 

◇ 防火水槽整備費
・
・
・
・
・
・

化学消防ポンプ自動車Ⅰ型

ミニ消防車
はしご付消防自動車

消防車両等燃料
船舶修繕費

継続検査等車両管理整備費

198,677

914,793 千円

設置から50年以上が経過した公設防火水槽（経年防火水槽）の強度調査を引き続き行い、劣化状況
に応じ、補強又は再整備を行います。
　また、土地所有者からの要望に基づき、民有地等に設置された公設防火水槽の撤去を行います。

３基

6,257 千円

20基
防火水槽補強設計 ６基

２基防火水槽再整備設計

防火水槽撤去工事

防火水槽強度調査

防火水槽再整備工事 １基

水槽付小型消防車

1,454,581

救助工作車

７

千円

539,788

防火水槽補強工事 ３基

204,934

　経年劣化の著しい車両を計画的に更新します。
  また、２年度に引き続き、消防艇「まもり」の更新に向けた建造を行います。

中

中

防 火 水 槽 補 強 工 事

は し ご 付 消 防 自 動 車

現 行 の 消 防 艇 「 ま も り 」 救 助 工 作 車

-11-



ア 消防業務の円滑な推進…重点事業３（２）ア

イ 科学技術・情報技術の高度化の推進

ウ 教育体制の充実…重点事業３（２）イ
消防訓練センターにおいて消防職員及び消防団員を対象として様々な教育訓練を実施し、専門

的な知識・技術の修得及び向上を図るとともに、消防業務を円滑に遂行するために必要な資格者
を養成します。
また、風水害等の災害対応力を強化するため、水難救助用訓練施設を改修するなど、教育に必

要な訓練施設等を適切に維持管理します。

（2）執務体制の充実

本年度 前年度 差　引
本年度の財源内訳

国・県 市債 その他 一般財源
千円 千円 千円 千円

　職員の執務環境を改善するため、消防署所の空調機器の更新や浴室等の改修を行います。
　また、保健師による健康管理などを行うほか、麻しん、風しん等の予防接種など感染症予防対
策の取組を充実します。
　さらに、消防職員の採用試験や昇任試験を通じて、組織の充実及び活性化を図ります。

千円 千円 千円

執務環境の整備、ICTを活用した効率的な業務の推進、より良い市民サービスを提供するための人材
育成など、執務体制の充実を図ります。

873,699

788,281 千円

1,043,568 926,903 116,665 - - 169,869

V　R　消　防　教　育　シ　ス　テ　ム

163,450 千円

91,837 千円
消防技術の科学化、効率化を図るため、火災原因調査に係る鑑識・鑑定を行うとともに、産学

官連携により、VR消防教育システムの研究開発事業等を行うなど、消防の科学技術の更なる高度
化を推進します。
また、火災や救急活動、建築物や危険物などに関する膨大なデータを一括管理し、施策立案に

活用するためのシステム等について、利便性を向上させるとともに、定期的な保守・改良を行う
ことで安定した稼働を図ります。

救 助 隊 員 養 成 科消 防 団 放 水 活 動 訓 練
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